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情報文化を担当した 2007 年から 12 年間に学生を取り巻く情報利用環境が大きく変化し












が出てきた。個人情報保護法（個人情報の保護に関する法律）”は平成 15 年（2003 年）に
制定された。加えて、個人情報保護法では、地方公共団体については別途条例により規律す
ることとされ、都道府県の“個人情報保護条例“は平成 15 年度以降、市区町村の“個人情報保
































表 1 情報通信技術によりもたらされた“A.新しい生活様式あるいは行動様式” 
順位 新しい生活/新しい行動様式 1 位の数 1 位と 2 位の 
合計数 
A1 利便性の追求  34 42 
A2 時空間の拡大  16 26 
A3 忙しい行動/生活様式  11 19 
A4 情報の発信ができる行動/生活様式  7 20 
A5 膨大な情報利用  5 23 
A6 人間関係の希薄化  6 28 
A7 脳機能の拡大  1 3 
A8 生涯学習  1 1 
A9 考える時間の増加  0 0 
A10 クラウドソーシング 0 0 
 合計 n      81         162 
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順位 新しい個人の情報処理様式 1 位の数 1 位 2 位の 
合計数 
B1 選択行動  37 41 
B2 画一化情報の利用  7 12 
B3 思考・情報の断片化  8 9 
B4 皮相的な判断  2 5 
B5 ランキング情報の利用  17 51 
B6 外付け脳 4 27 
B7 人工知能 6 16 
B8 ライフログ 0 1 
B9 情報共有/集合知  －  － 









表 3 社会的な要請から情報通信技術が実現した“C.新しい社会様式” 
順位 新しい社会様式 1 位の数 
C1 効率を優先した社会 16 
C2 管理社会  19 
C3 監視社会  21 
C4 情報公開  5 
C5 ビッグデータの利用 8 
C6 個人情報/プライバシーの保護 12 
不使用 知識基盤社会 ＿ 
不使用 情報社会 ＿ 
不使用 著作権の侵害 ＿ 
 合計 n    81 
 
３． 情報文化の構成要素に関する学生の意識調査方法 













図１ 調査入力画面の指示文章 ＊年度で表現が異なる場合は新しい表現に統一した。 
 













・A.情報通信技術から生みだされた新しい生活/行動様式（項目 A1～A10 略） 
3-1. 
・情報通信技術から生みだされた新しい生活/行動様式の中から、自分が大きな影響









・Ｂ.情報通信技術が個人の情報処理様式に与える影響 （項目 B1～B9 略） 
4-1. 
・"情報通信技術が個人の情報処理様式に与える影響"の中から、自分が大きな影響を
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・Ｂ.情報通信技術が個人の情報処理様式に与える影響 （項目 B1～B9 略） 
4-1. 
・"情報通信技術が個人の情報処理様式に与える影響"の中から、自分が大きな影響を

















致した。回答数 81 件に対し２割以上（16 件以上）の回答があったのは A1.利便性の追求、
A2.時空間の拡大の 2 様式であった。2 割以上の学生が選択した要素は以上の 2 様式である
が、１割以上（8 件以上）の回答があったのは他に A3.忙しい行動/生活様式であった。 
具体的理解が深まるよう回答例を以下に示した。基準は表全体 n=81 件の 2 割以上（16
件以上）の回答数のあった要素について、回答数の２割程度を回答例で示した。回答例の選
択は 1 位の回答から設問に適合したものを、内容が重複しないように選択した。 
 
4-1  A1.利便性の追求 





番号 A1 利便性の追求の回答例 








































4-2  A2.時空間の拡大 


































4-3  その他の様式 
1 位と 2 位合計数が 1 割以上（16 件以上）の項目には、A1, A2 項目以外に、A6.人間関係
の希薄化、A5.膨大な情報利用、A4.情報の発信ができる行動/生活様式、A3.忙しい行動/生









4-2  A2.時空間の拡大 


































4-3  その他の様式 
1 位と 2 位合計数が 1 割以上（16 件以上）の項目には、A1, A2 項目以外に、A6.人間関係
の希薄化、A5.膨大な情報利用、A4.情報の発信ができる行動/生活様式、A3.忙しい行動/生





4-3-1  A6.人間関係の希薄化 
表６に A6.人間関係の希薄化の回答例を示す。A6 の 1 位と 2 位の合計回答数 28 件の 1 割
に相当する３件を示す。A6.人間関係の希薄化 28 件は A1.利便性の追求 42 件に次いで 2 位
となっている。 
 
表 6 A6.人間関係の希薄化の回答例 





























4-3-2  A5.膨大な情報利用 

































に信頼性の問題点について触れた内容が、特に 2 番目に選択した回答に多かった。 
 
4-3-3  A4.情報の発信ができる行動/生活様式 
表８に A4.情報の発信ができる行動/生活様式の回答例を示す。A4 の 1 位と 2 位の合計回















































に信頼性の問題点について触れた内容が、特に 2 番目に選択した回答に多かった。 
 
4-3-3  A4.情報の発信ができる行動/生活様式 
表８に A4.情報の発信ができる行動/生活様式の回答例を示す。A4 の 1 位と 2 位の合計回



























4-3-4  A3.忙しい行動/生活様式 




番号 A3 忙しい行動/生活様式の回答例 
1 
暇な時間さえあれば常にスマートフォンを手に握っていて、youtube などの動画サイトを長時間見た




















5. 情報通信技術よりもたらされた “B.個人の情報処理様式” 
 表２で選択された上位の様式の件数は、B1 選択行動、B5 ランキング情報の利用が、37
件、 17 件で、全体 n=81 の 2 割（16 件）以上を占めた。 
 
5-1  B1.選択行動 




表 10  B1.選択行動の回答例 


























































表 10  B1.選択行動の回答例 




























































5-2  B5.ランキング情報の利用 
表 11 に B5.ランキング情報の利用の回答例を示す。B5 の回答数 17 件の２割に相当する
３件を示す。 
 
































６ 社会的な要請から情報通信技術が実現した C.“新しい社会様式” 
表３で選択された上位の様式の件数は、C1.効率を優先した社会、C2.管理社会、C3.監視







6-1  C1.効率を優先した社会 
表 12 に C1.効率を優先した社会の回答例を示す。C1 の回答数 16 件の 2 割に相当する 3
件を示す。 
 


































6-1  C1.効率を優先した社会 
表 12 に C1.効率を優先した社会の回答例を示す。C1 の回答数 16 件の 2 割に相当する 3
件を示す。 
 

































6-2  C2.管理社会 
表 13 に C2.管理社会の回答例を示す。C2 の回答数 19 件の 2 割に相当する 4 件を示す。 
 







































6-3  C3.監視社会 
表 14 に C3.監視社会の回答例を示す。C3 の回答数 21 件の 2 割に相当する 4 件を示す。 
 









































7-1.  “A.新しい生活様式および行動様式” と “B.新しい情報処理様式”のクロス集計 





6-3  C3.監視社会 
表 14 に C3.監視社会の回答例を示す。C3 の回答数 21 件の 2 割に相当する 4 件を示す。 
 









































7-1.  “A.新しい生活様式および行動様式” と “B.新しい情報処理様式”のクロス集計 








と A2.時空間の拡大の回答数が多く、 “B.新しい情報処理様式”では B1.選択行動と B5.ラン
キング情報の利用の回答数が多かった。選択順位１位の様式のクロス集計を示した表 15 の
結果でも、B1×A1, B1×A2, B5×A1, B5×A2 の組み合わせが回答数上位（６件以上）とな
った。 “A.新しい生活様式および行動様式” と “B.新しい情報処理様式”の関連を明らかに
するためこの４ケースについて詳しく考察した。 
 
表 15 “A.新しい生活様式および行動様式” と “B.新しい情報処理様式”のクロス集計の結果 
                                              （選択順位 1 位） 
    B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8   

























A1 利便性の追求 17 2 3 0 7 2 3 0 34 
A2 時空間の拡大 8 0 1 1 6 0 0 0 16 
A3 忙しい生活 4 3 1 0 2 1 0 0 11 
A4 情報の発信 1 1 2 1 1 1 0 0 7 
A5 膨大な情報利用 4 1 0 0 0 0 0 0 5 
A6 人間関係の希薄化 3 0 0 0 0 0 3 0 6 
A7 脳機能の拡大 0 0 1 0 0 0 0 0 1 
A8 生涯学習 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
A9 考える時間の増加 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
A10 クラウドソーシング 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
  計 37 7 8 2 17 4 6 0 81 
 









表 16 “A.新しい生活様式および行動様式” と “B.新しい情報処理様式”のクロス集計の結果 
（選択順位 1 位と２位合計） 
    B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8   

























A1 利便性の追求 18 2 3 0 13 2 4 0 42 
A2 時空間の拡大 8 1 1 1 13 1 1 0 26 
A3 忙しい生活 5 5 1 0 3 5 0 0 19 
A4 情報の発信 1 1 2 3 7 5 1 0 20 
A5 膨大な情報利用 6 2 0 1 7 6 1 0 23 
A6 人間関係の希薄化 3 1 1 0 6 7 9 1 28 
A7 脳機能の拡大 0 0 1 0 1 1 0 0 3 
A8 生涯学習 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
A9 考える時間の増加 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
A10 クラウドソーシング 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
  計 41 12 9 5 51 27 16 1 162 
 
7-2. 回答の多かった２カテゴリーの組み合わせ 
表 15 の主要なクロス点の回答結果を示す。具体的理解が深まるよう選択順位 1 位の同一
学生による回答例を表に示した。 
 
7-2-1  B1.選択行動と A1.利便性の追求 
表 17 に B1.選択行動と A1.利便性の追求の両方で選択順位 1 位の回答例を示す。同一学






表 17  B1.選択行動と A1.利便性の追求（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 
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表 17  B1.選択行動と A1.利便性の追求（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 



























7-2-2  B1.選択行動と A2.時空間の拡大 
 表 18 に B1.選択行動と A2.時空間の拡大の両方で選択順位 1 位の回答例を示す。同一学
生による B1, A2 の選択順位 1 位の回答例である。わからないことがあるとネットで調べ、
使える情報を選択して利用するため、自分で考えなくなる。このスマートフォンの利用が背





表 18 B1.選択行動と A2.時空間の拡大（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 






























表 19 に B5.ランキング情報の利用と A1.利便性の追求の両方で選択順位 1 位の回答例を
示す。同一学生による B5, A1 の選択順位 1 位の回答例である。 
商品を選択する時ランキング上位の商品を参照する、ランキング上位の商品は信頼性が
高く安全に買うことができる、あるいは Google 検索で上位のサイトを無意識に選択してい








表 19  B5.ランキング情報の利用と A1.利便性の追求 
（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 





























表 20 に B5.ランキング情報の利用と A2.時空間の拡大の両方で選択順位 1 位の回答例を

















表 19  B5.ランキング情報の利用と A1.利便性の追求 
（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 





























表 20 に B5.ランキング情報の利用と A2.時空間の拡大の両方で選択順位 1 位の回答例を
















表 20  B5.ランキング情報の利用と A2.時空間の拡大 
（同一学生による選択順位 1 位の回答例） 































表 15,表 16 のクロス分析の主要なクロス点に位置する回答内容をもとにマインドマップ
を作製した。図２に情報通信技術がもたらした大学生の情報文化を示す。図 2 の左から、学
生が使用している主な情報通信技術、2 列目に情報通信技術をベースに成立する個人の情報




















































































































































































 フェイス to フェイスのコミュニケーションが少なくなり、ＳＮＳなどを使用したフェイ






































 フェイス to フェイスのコミュニケーションが少なくなり、ＳＮＳなどを使用したフェイ

































会を実現するための 3 つの視点を以下に示す。 
1) 高校 1 年生からインターネットを自主学習できる環境の構築 
2013 年を境にスマートフォンの普及が進み高校 1 年生になるとほぼ 100％の生徒がスマ
ートフォンを所持し、個人環境でインターネットに接続できる環境を獲得する。しかし少な
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